
 

１ 目的 

  板橋区かわまちづくり基本構想の具体化及び板橋区かわまちづくり計画を推進するため、区

のかわまちづくりの基本的な考え方や整備・取組の方向性を示す「板橋区かわまちづくり基本

計画」を策定する。 

２ 対象エリアとゾーニング計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 主な課題と方向性 

 

４ 公民連携のあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 整備・取組のスケジュール・事業量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板橋区かわまちづくり協議会 
資 料 ２ － １ 
令 和 ８ 年 １ 月 ９ 日 
か わ ま ち づ く り 担 当 部 
かわまちづくり計画担当課 

「板橋区かわまちづくり基本計画」（原案）について 

かわまちづくり推進の５つの視点と方向性 

に

ぎ

わ

い

の  

①区のブランドとなる 

充実したコンテンツの創出 

○にぎわいの核となる拠点等整備 

○河川敷への新たな利用者誘致 

②既存機能の充実 
○既存施設等利用者の利便性向上 

○みどり・水辺の利活用促進 

③公民連携の推進 

○新たな民間活力の導入 

○関係指定管理者との連携促進 

及び機能向上 

④防災機能の充実 ⑤まちづくりとの連携 

○国との連携による防災活用の 

推進 

○高台まちづくりによる水防災の 

取組促進 

○まちをつなぐ交通アクセスの 

機能充実 

○高島平まちづくりとの連携・ 

新たな価値創出 

 

自然体験型アーバンリバーパーク 

【主な課題】 
【かわまちづくりの方向性】 

課題① 

新たな利用者層を獲得するとともに、

広大なオープンスペースを活用し、河

川空間を訪れる人々を増やしていく必

要がある。 

課題② 

課題③ 

課題④ 

課題⑤ 

既存機能の充実や、特徴であるみどり

に恵まれた荒川河川敷の自然環境の維

持・充実を図っていく必要がある。 

行政の取組促進や工夫とともに民間事

業者のノウハウや資金等を活用し、イ

ンパクトのある事業展開や安定した運

営が必要である。 

震災時の活用や、水害対策の取組など

が進んでいる一方で、激甚災害が増加

していることなどから、より一層の防

災機能の充実を図る必要がある。 

周辺エリアと連携し、課題解決ととも

に特徴を活かした将来的なまちづくり

に貢献する取組を進めていく必要があ

る。 

【主な取組】 

○親水広場・園路等コアエリアの整備・運営 

○生物生態園等、自然の有効活用・整備 

○車両・トイレ等工作物の導入       など 

 取組方針① 

に ぎ わ い 

拠点づくり 

【主な取組】 

○トライアル・サウンディングの実施 

○新たなイベント・機能拡充に向けた取組 

○荒川戸田橋陸上競技場の改修       など 

 取組方針② 

に ぎ わ い 

機能の拡充 

【主な取組】 

○プロムナード・親水護岸の整備 

○関係指定管理者との連携   

など 

 取組方針③ 

関 係 機 関 
と の 連 携 

 
取組方針 

 板橋区  
民間 

事業者 

 かわまちづくり協議会等 

役割分担 

連携 

意見交換・協力・報告 

 
共創空間構築に向けた推進体制 

６ 目標値 ★令和８年度のにぎわい拠点づくりの準備やにぎわい機能拡充の取組結果の分析等を踏まえ、直接成果及び中間成果の指標や目標値を設定。 

令和６年度 

961,000人 

令和 12 年度 

991,000人 

令和 17 年度 

1,060,000人 

 ※第２期整備エリアの草地広場周辺から戸田橋（荒川戸田橋緑地 
サッカー場含む）の区間に１時間以上留まっている人々 

河川敷の滞在人口※ 

取組方針 整備・取組内容 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 以降 

①
に
ぎ
わ
い 

 

拠
点
づ
く
り 

コアエリアの整備・運営       

車両・トイレ等工作物の導入       

②
に
ぎ
わ
い 

機
能
拡
充 

ソフト事業充実       

荒川戸田橋陸上競技場の改修       

③
関
係
機
関 

と
の
連
携 

プロムナード等の整備       

関連指定管理者の 

指定期間 
      

 

調査・ 
基本設計 

事業者 
公募 

詳細設計 
・整備 

管理・運営 

準備 製作 活用 

ﾄﾗｲｱﾙ･ 
ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ 

新ｲﾍﾞﾝﾄ 
機能拡充 

整備実施 

ゾーンごとに整備実施（国） 

 ２年目 ３年目 ４年目 
５年目 
再選定 再１年目 再２年目 

 

 

防災 

 

 

 

 

 

 

（３）主

な 取 組

内容 
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（３）主

な 取 組

内容 
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 自然環境・景観づくり 

ランドスケープデザイン 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

【各ゾーンの整備・取組の方向性】 

全体エリア 

○めざすべきゾーニング像：自然豊かな空間を整え、各ゾーンの特徴を活かした取組を展開し、河川空間とまち空間の融合をめざします。 

●整備・取組の方向性：ﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ等の整備やみどりの利活用を進めるとともに、ﾓﾋﾞﾘﾃｨ等導入により、連鎖的な水辺空間を創出します。 

【主な取組】 

○プロムナード・親水護岸の整備 

○環境、植生等と調和した景観づくり 

○災害時を想定した工作物等の導入・活用 

○エリア内外アクセス改善に向けた機能導入 

Ⅰ スポーツ・カルチャー発信ゾーン 

○めざすべきゾーニング像 

ｽﾎﾟｰﾂ機能の拡充や様々なｲﾍﾞﾝﾄを開催することで、多くの人々が訪れ、活気あふれる場をめざします。 

●整備・取組の方向性 

荒川戸田橋陸上競技場の改修や自然を活かした広大なｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽを設け、大規模ｲﾍﾞﾝﾄ等の拠点として活用を図ります。  

Ⅱ 水辺のにぎわい・アウトドアゾーン 

○めざすべきゾーニング像 

水辺空間の利活用や屋外体験等のレクリエーションにより、誰もが楽しめ、憩える場をめざします。 

●整備・取組の方向性 

親水広場の整備やｶﾌｪ･ﾚｽﾄﾗﾝ機能を設けるとともに、ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞや自然地の利活用を見据え、「コアエリア」としてにぎわいの拠点づくりを進めます。  

Ⅲ 自然・環境ゾーン 

○めざすべきゾーニング像 

豊富な緑や河川環境、多様な生物の生息地である自然環境を整え、みどりあふれる場をめざします。 

●整備・取組の方向性 

生物生態園のワンド等の地形を活かすとともに、自然環境の機能向上を図ることで、みどりの拠点となる空間づくりを進めます。  

Ⅳ スポーツ・アクティビティゾーン 

○めざすべきゾーニング像 

新たなｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨの提供やｽﾎﾟｰﾂ利用者等の利便性向上を図り、たくさんの人々でにぎわう場をめざします。 

●整備・取組の方向性 

ﾏｳﾝﾃﾝﾊﾞｲｸｺｰｽ等の整備やｷｯﾁﾝｶｰの配置・ﾄｲﾚの充実など、かわまちづくりの玄関口となる駐車場の充実を図ります。 

【主な取組】 
○広大な草地広場や戸田橋陸上競技場を活用し、大小様々なイベントを実施します。 
○イベントや通常時でも子どもが楽しめる空間づくりを進めます。 
○荒川戸田橋陸上競技場を改修し、陸上やサッカー利用の充実を図るとともに、新たにラグビー機能を設けます。 

【主な取組】 
○中規模自然地を活用し、みどりあふれる空間でのﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ機能拡充やｷｬﾝﾌﾟ等の屋外ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝを導入します。 
○親水広場や親水護岸を整備し、水際・水面活用を推進します。 
○ｶﾌｪ･ﾚｽﾄﾗﾝ等の飲食機能の他、ｿﾞｰﾝ全体の充実に向け、電気・水道を設置するとともに、ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞの利活用を検討します。 

【主な取組】 
○生物生態園を活用し、自然に触れ合え学べる機会の充実を図ります。 
○多様な生物の保全やみどりの充実に向けて、適切な整備や維持管理を実施します。 
○河川敷の資源である水辺空間及び豊富なみどりの利活用に向けて、生物生態園のあり方を検討します。 

【主な取組】 
○来場者数確保に向けて、駐車場拡充やたくさんの人々が集える場を提供します。 
○多様なスポーツが実施できるフィールドを整備します。 
○駐車場からのアクセスを活かし、多世代が訪れることができるアクティビティ機能を設けます。 


